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鷹巣処理区（材木町、太田境、掛泥向、掛泥野、古関、太田屋敷後、沼敷、太田）

阿仁合処理区（湯口内、向岱、大曲、段ノ上、中野）

下水道の使用区域が�
　　　　　拡大されます�

　
下
水
道
の
使
用
で
き
る
区
域
が
広
が
り
ま
す
。
鷹
巣
処
理
区
で
は
、

新
た
に
材
木
町
、
太
田
境
、
掛
泥
向
、
掛
泥
野
、
古
関
、
太
田
屋
敷
後
、

沼
敷
、
太
田
の
各
一
部
、
阿
仁
合
処
理
区
は
、
湯
口
内
、
向
岱
、
大
曲
、

段
ノ
上
、
中
野
の
各
一
部
（
図
参
照
）
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　
一
日
も
早
い
機
会
に
下
水
道
へ
加
入
し
、
生
活
環
境
の
改
善
・
向
上

と
公
共
用
水
域
（
河
川
等
）
の
水
質
向
上
・
保
全
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
下
水
道
の
受
益
者
負
担
金
や
下
水
道
使
用
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
方
法
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
で
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
工
事
を
助
成
す
る
た
め
、
無
利

子
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
排

水
設
備
工
事
の
申
込
み
を
さ
れ
る
際
に
、
指
定
工
事
店
へ
そ
の
旨
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

　
既
に
使
用
開
始
さ
れ
た
区
域
の
皆
さ
ん
は
、
水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造

は
使
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
速
や
か
な
下
水

道
へ
の
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
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仁
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仁
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施�
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部
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・
支
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長
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北秋田市障がい者計画・障がい福祉計画（案）を答申�
北秋田市障害者計画・障害福祉計画策定委員会�

　
北
秋
田
市
障
害
者
計
画
・
障
害
福
祉
計

画
策
定
委
員
会
の
佐
藤
進
一
会
長
、
高
橋

宮
雄
副
会
長
ら
が
３
月
13
日
、
市
役
所
を

訪
れ
、
市
の
障
害
者
分
野
の
総
合
計
画
と

な
る
『
北
秋
田
市
障
が
い
者
計
画
・
障
が

い
福
祉
計
画
』
を
岸
部
市
長
に
答
申
し
ま

し
た
。�

　
こ
の
計
画
は
、
旧
心
身
障
害
者
対
策
基

本
法
（
昭
和
45
年
）
が
平
成
５
年
、
障
害

者
基
本
法
と
し
て
制
度
が
大
幅
に
改
正
さ

れ
た
こ
と
や
障
害
者
自
立
支
援
法
の
成
立
、

ま
た
市
と
し
て
の
全
体
計
画
の
必
要
性
か

ら
、
策
定
に
向
け
て
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
き
た
も
の
で
す
。�

　
市
で
は
、
新
市
誕
生
後
最
初
の
障
害
者

計
画
で
あ
る
点
を
踏
ま
え
、
合
わ
せ
て
障

害
の
あ
る
人
の
意
見
を
反
映
さ
せ
よ
う
と

ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
交
換
会
を
行
な
う
な

ど
計
画
策
定
に
向
け
た
準
備
を
進
め
、
昨

年
６
月
28
日
に
は
、
学
識
経
験
者
や
障
害

者
団
体
の
代
表
、
福
祉
保
健
事
業
者
な
ど

に
よ
る
同
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
こ
れ
ま
で

５
回
の
委
員
会
で
計
画
案
の
検
討
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。�

　
計
画
案
は
、
「
障
が
い
者
の
自
立
を
支
援

す
る
」
「
障
が
い
の
特
性
や
成
長
段
階
に
配

慮
す
る
」
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
ふ
つ
う
に

暮
ら
す
」
の
３
つ
の
視
点
を
基
本
に
、
自
立

と
社
会
参
加
を
理
念
と
し
た
障
害
者
の
全
体

計
画
『
障
が
い
者
計
画
』
と
、
障
害
者
共
通

の
自
立
支
援
給
付
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
生
活
支

援
事
業
の
具
体
的
な
見
込
み
、
実
現
す
る
た

め
の
方
策
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
『
障
が
い
福

祉
計
画
』
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
計
画
書
の
中
で
は
「
障
害
」
の
イ

メ
ー
ジ
が
や
わ
ら
か
く
な
る
よ
う
に
障
害
の

あ
る
人
や
障
害
と
い
う
言
葉
を
「
障
が
い
」

と
平
が
な
を
交
え
て
表
記
さ
れ
て
い
る
の
も

特
徴
で
す
。�

　
答
申
書
を
提
出
し
た
佐
藤
会
長
は
、
岸
部

市
長
に
「
障
害
者
の
生
活
支
援
の
た
め
に
、

雇
用
の
確
保
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
要
望
。�

　
答
申
を
受
け
て
岸
部
市
長
は
、
「
市
民
病

院
（
仮
称
）
で
は
、
は
じ
め
か
ら
心
身
の
障

害
に
対
応
し
た
機
能
を
持
た
せ
て
い
る
が
、

医
療
や
保
健
・
福
祉
分
野
に
限
ら
ず
、
行
政

全
般
に
障
害
者
の
視
点
を
入
れ
な
が
ら
、
答

申
の
内
容
に
沿
っ
て
計
画
推
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
」
と
、
述
べ
て
い
ま
し
た
。�

　
計
画
期
間
は
平
成
19
年
度
か
ら
23
年
度
ま

で
の
５
年
間
。
市
で
は
、
答
申
内
容
を
精
査

し
た
上
で
成
案
を
策
定
し
、
平
成
19
年
度
か

ら
の
計
画
期
間
に
着
実
に
施
策
、
事
業
が
推

進
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
自
立
支
援
協
議
会

で
点
検
・
確
保
す
る
場
を
用
い
な
が
ら
進
行

管
理
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。�

岸部市長に答申する市障害者計画・障害福祉
計画策定委員会の佐藤会長（左）と高橋副会長


